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要性を指摘しており、サービス ･ プロフィット ･ チェーンを元にした研究の成果を強調している。この考え
方を元にしてサービス ･ ロジックが提案する知覚価値方程式の考え方を加えて、使用価値方程式を提案して
いる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （結果　＋　過程品質）
　　　　　　　　　　　　
使用価値　＝
（価格　＋　関係性コスト）
　この式が意味するところは、顧客は使用価値がどの程度のものかを見積もる際に関係性を維持して発展さ
せるコストを加えて総合的に判断していることを示している。この点は、使用価値を計測する上での一つの
アイデアを示している。
　この式とサービスエクセレンスピラミッドを元にして、共創性についての仮説を提示している。これらの
仮説は既存研究の中から抽出されているが、基本的にはサービス・マーケティング研究の検討が元になって
おり、財務的な成果に結びつくことを強く意識している。
　６章ではこの仮説を元にして実証研究を試みている。本論文ではカーシェアリングサービスの研究を行っ
ている。この研究では、カーシェアリングサービスを利用する動機と利用後に再利用したい、他者への推奨
といった側面を調べており、共創価値にコミットすれば他者への推奨が促進されることを示すなど、自らが
提示した理論を補強する結果となっている。この調査から分析までは、標準的な技法に沿って行われており、
三浦氏のこうした方面での分析能力も示されている。
　この実証研究自体は標本も慎重に選ばれており、この分野の研究成果として貴重なものとであると評価さ
れる。ただ、構造方程式モデルに関しては、計測された尺度の妥当性も含めて引き続き検証が必要である。
本研究は、製造業のサービス化に焦点を当てながら新たな理論的な枠組みの元にサービス化の過程を示した
ことは評価できる。事例研究も対消費者向けの製品と対事業所向けの製品を含めて議論をしており、その違
いも意識されている。これらの結果を幅広く利用するためには、事例から得られる更なる理論的な検討が必
要であるが、本論文の決定的な欠点とは言えないと判断される。
　以上の結果から、審査委員会としては本論文を博士学位論文として十分な内容を備えているものと判断し
た。
